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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成24年4月19日(2012.4.19)

【公表番号】特表2011-514252(P2011-514252A)
【公表日】平成23年5月6日(2011.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2011-018
【出願番号】特願2010-549112(P2010-549112)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  38/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  23/96     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  38/60     (2006.01)
   Ｃ０１Ｃ   1/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  38/02    　　　　
   Ｂ０１Ｊ  23/96    　　　Ｚ
   Ｂ０１Ｊ  38/60    　　　　
   Ｃ０１Ｃ   1/28    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月29日(2012.2.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　白金族金属を基礎とする水素化触媒を再生する方法であって、
　前記白金族触媒を基礎とする水素化触媒を、保護ガス雰囲気下で５０～６００℃におい
て熱的に再生することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記白金族金属を基礎とする水素化触媒を、熱処理後に強酸で処理する請求項１に記載
の白金族金属を基礎とする水素化触媒を再生する方法。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の方法により再生した白金族金属を基礎とする水素化触媒を、無
機又は有機化合物の水素化に使用する方法。
【請求項４】
　無機化合物として一酸化窒素をヒドロキシアンモニウム塩に水素化する、請求項３に記
載の再生した白金族金属を基礎とする水素化触媒の使用方法。
【請求項５】
　有機化合物としてオレフィン性若しくはアセチレン性不飽和化合物又はカルボン酸、ア
ルデヒド若しくはケトンを水素化する、請求項３に記載の再生した白金族金属を基礎とす
る水素化触媒の使用方法。
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